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高度化 （研究期間：平成29年度～）

社社会資本マネジメント研究センター 社会資本情報基盤研究室 
研究官 寺口 敏生 室長 関谷 浩孝 主任研究官 青山 憲明

（キーワード） BIM/CIM、設計、点検、シミュレータ 

１．はじめに

国土交通省が推進するBIM/CIM（Building and

Construction Information Modeling/ Management）

では、手戻り防止を目的として、設計段階における

フロントローディングの検討が進められている。

国土技術政策総合研究所では、フロントローディ

ングのひとつとして、新設の橋梁が近接目視可能な

構造物になっているかを設計段階で確認するシミュ

レータ（以下、「点検等シミュレータ」という。）

を研究している。本稿では、従来の設計時に確認さ

れている「維持管理の確実性及び容易さ」に関する

項目を整理し、各項目における点検等シミュレータ

の適用性を分析した成果を報告する。

２．点検等シミュレータでの確認項目の調査

本研究では、まず道路橋示方書・同解説や道路橋

検査路設置要領（案）等の既存資料や関係機関への

ヒアリングを通じ、点検等シミュレータで確認すべ

き「維持管理の確実性及び容易さ」に関する項目を

調査した。その結果、設計時に配慮が必要な事項と

して、桁端部の形状や支承付近の作業スペースの確

保等が挙げられた。また、検査路や点検車両等を用

いた点検方法が実施可能かどうか、近接目視で確認

できる範囲はどの程度か等を確認する必要があるこ

とが分かった。

３．点検等シミュレータの機能の分析

第２章の調査結果に基づき、点検等シミュレータ

による「維持管理の確実性及び容易さ」の確認が可

能かどうかを、3次元モデルによる再現イメージを用

いて分析した。点検等シミュレータのイメージを図

-1に示す。図-1の通り、点検等シミュレータを用い

ることで桁端部や作業スペースが視覚的に示され、

設計時に配慮が必要な項目を満たした設計になって

図-1 点検等シミュレータのイメージ

いるかを確認できる。また、構造物の形状や周辺環

境を3次元化することによって、点検方法の検討を行

うことができる。さらに、点検路や点検車両から近

接目視可能な範囲を色付けして表示することで、必

要な箇所をもれなく点検できるかを確認できる。

上記の分析を通じ、点検等シミュレータにより、

維持管理の確実性及び容易さを確認するために必要

な機能（案）を作成した。

４．今後の展開

作成した機能（案）に基づき点検等シミュレータ

を試作し、現場での試行を通じて有効性を確認する。

また、機能（案）を機能要件（案）として発展させ、

CADソフトウェアや3次元モデルを用いたシミュレー

ション用ソフトウェアへの実装を促進する。
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１．はじめに 

国土交通省では、労働力不足に対応するため、建

設現場の生産性2割向上を目指したi-Construction

を推進している。 

本研究では、生産性向上を目指し、将来実現が期

待されているICT建設機械による自律施工の技術開

発の促進を目的に、AIの学習用となる施工現場デー

タの効果的な蓄積・保管と共有化（オープンデータ

化）の研究を行っている。 

２．自律施工の実現に向けた工程進捗データ 

自律施工を構成する技術として、現在、土工にお

いて、設計形状をもとに整形作業を行うショベルや

ブルドーザ、グレーダ等のマシンコントロールは実

現されているが、現地形から設計形状への施工段取

りをも計画しつつ、その施工に必要な建設機械を連

動させる制御を行い、施工作業を完結させる技術に

までは至っていない。 

この技術の実現のためには、現在人間が行ってい

る施工段取りの生成なども自動化する必要がある。 

現在、土工における土量配分計画（どこの掘削土

をどこの盛土に供することが、仕事量として最小と

なるかの判定を線形計画法などの最適化手法にて行

う、場内の土の配分計画。「運土計画」とも言う。）

の策定など、一部のプロセスでは自動化が実現され

ている。しかし、どの場所の土からどのような順番

でどこに移動させるかといった事や、どこに土運搬

の工事用道路を設定すれば効率的な施工となるかと

いった段取りは、熟練した人間による計画生成に依

存しており、この部分の機能を担うAIの開発に関し、

そのために必要な学習用データを蓄積・保管と共有

化を進めるための環境整備として、モデル標準（素

案）を検討することが有益である。 

平成30年度は、工程進捗データの収集試行、デー

タの共有モデルについて検討を行った。

３．工程進捗データの試行収集 

近年建設現場で用いられつつある３Dレーザース

キャナやUAV写真測量技術などを用いた工程進捗把

握としてのデータ収集試行を行った。 

４．工程進捗データの共有モデル検討 

試行収集にて得た工程進捗データを用いて、当該

データの共有モデルの検討を行った。地形の経時的

変化を表現するため、膨大なデータとなるため、デ

ータサイズの削減の観点から、Voxelモデル仕様の検

討を進め、工程進捗データの活用を検討する関係事

業者との意見交換を行った。 

５．今後の研究について 

次年度以降は、現場データ取得試行の継続、関係

事業者との意見交換に基づくモデルの改良とデータ

公開手法の検討を行っていく予定である。 

写真－１ 活用想定機器例 

図－１ 施工現場のVoxelモデル表示例 
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研究動向・成果

現場の工程進捗データの共有 ・ 
活用による生産性の向上
（研究期間 ： 平成30年度～）
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